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シンガポール・テクノロジーズ・エンジニアリング（STEG） 
「スマート・モビリティ」や「デジタルシステム&サイバー」の成

長見通し。事業ポートフォリオ合理化と財務改善にも注力 

 
 

 
 

フィリップ証券株式会社 
シンガポール | 防衛 | 業績フォロー  

BLOOMBERG STE:SP | REUTERS STEG.SI 
 2025/12期1-6月期は、売上高が前年同期比7.2％増、EBITが15.1％増、新
規受注高が49％増、6月末受注残が12％増。利益率も向上した。 

 都商業航空宇宙、都市化ソリューション・衛星通信、防衛・公共セキュ
リティの3事業ともに増収増益、受注も拡大した。 

 「スマート・モビリティ」や「デジタルシステム&サイバー」などの成
長持続に加え、事業ポートフォリオ合理化と財務改善で守りを固める。  

What is the news? 
8/14発表の2025/12期1H（1-6月）は、売上高が前年同期比7.2％増の

59.16億SGD、利払い前税引き前利益（EBIT）が同15.1%増の6.02億SGD。新
規受注高が同49％増の91億SGD、6月末受注残が同12%増の312億SGDと堅
調に推移した。商業航空宇宙、都市化ソリューション、および防衛・公
共セキュリティの各事業が堅調の受注が堅調に推移したことに加え、コ
スト管理の奏功に伴う利益率の向上が業績に寄与した。 

 

1Hの事業セグメント別の業績は以下の通り。①商業航空宇宙事業は、
売上高が前年同期比5％増の23.47億SGD、EBITが同18%増の2.23億SGD、新
規受注高が同33%増の28億SGDだった。航空エンジンに係るMRO（補修・
修理・オーバーホール）部門が22％増収と伸びを牽引したことに加え、
コスト削減が奏功した。②都市化ソリューション・衛星通信事業は、売
上高が同0.3％増の9.21億SGD、EBITが同32%増の0.12億SGD、新規受注高が
同57%増の22億SGDだった。衛星通信事業がサットコム社事業再編に伴い
減収だったものの、米トランスコム社の都市化ソリューションの伸びで
吸収して増収増益を確保した。③防衛・公共セキュリティ事業は、売上
高が同12%増の26.48億SGD、EBITが同13%増の3.67億SGD、新規受注高が同
62%増の42億SGDだった。航空宇宙防衛、デジタルシステム&サイバー、
上陸（Land）システム、海洋の4部門ともに増収と堅調に推移した。 
How do we view this?  

6月末受注残のうち49億SGDについては2025年内の引渡し（収益認識）
を見込んでいる。特に都市化ソリューション事業では2021年以降で「ス
マート・モビリティ」プロジェクトで52億SGDを受注しており、今後10年
にわたって堅調な収益に結びつく見込みである。2028年度は2024年の2倍
にあたる4億SGDが収益として認識されると想定している。また、防衛・
公共セキュリティ事業に関してクラウド、AI（人工知能）分析、および
サイバーセキュリティから構成される「デジタルシステム&サイバー部
門」は、1Hの売上高が前年同期比14％増の11.13億SGDと、引き続き同社
の成長を牽引する柱となっている。 
同社は業績が堅調な中、事業ポートフォリオの合理化に注力してい

る。9月には道路建設機械事業を展開する米子会社の米LeeBoyの全株式を
売却完了した。また、7月には51％保有するシンガポール拠点の電気通信
子会社のSPTelの全株式を売却すると発表。さらに、6月末の総借入額が
2024年末比5％減の55億SGD、総借入額の直近12ヵ月間EBITDAに対する比
率も同0.4ポイント低下の3.2倍と、財務内容の改善が進んでいる。 
 

 

 

業績推移 ※参考レート　1SGD=115.08円

事業年度 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12F 2026/12F

売上高（百万SGD） 9,035 10,101 11,275 12,293 13,299

当期利益（百万SGD） 535 586 702 868 959

EPS（SGD） 0.17 0.19 0.22 0.28 0.31

PER（倍） 17.89 44.79 38.68 30.07 27.19

BPS（SGD） 0.77 0.79 0.86 0.96 0.96

PBR（倍） 3.95 3.85 3.54 8.86 8.86

配当（SGD） 0.16 0.16 0.17 0.14 0.15

配当利回り（%） 5.26 5.26 5.59 1.65 1.76

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.14 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 8.51

会社概要

企業データ（2025/9/24）

ベータ値

時価総額（百万SGD）

企業価値=EV（百万SGD）

3ヵ月平均売買代金（百万SGD）

主要株主（2025/9）     （％）

1.テマセク・ホールディングス 50.92

2.CAPITAL GROUP COMPANIES INC 2.35

3.VANGUARD GROUP 2.03

笹木 和弘

+81 3 3666 6980

kazuhiro.sasaki@phillip.co.jp

2025/9/23

1967年にチャータード・インダストリーズ・オブ・シンガ

ポールとして設立。シンガポール政府系投資会社のテマセ

ク・ホールディングスが50％弱の持株比率となる筆頭株

主。アジアでも有数の防衛・総合工学企業であり、商業航

空宇宙、都市化ソリューション・衛星通信、防衛・公共セ

キュリティを主要3事業セグメントとする。

2019年に米航空部品のMRAシステムズのほか、米国の

衛星ネットワーク管理ソリューションを提供するグロウリン

ク、およびベルギーの通信衛星関連企業のニューテック・

グループを買収。2022年3月に米交通システム大手トラン

スコア社を買収した。

①商業航空宇宙事業は、主に「航空宇宙機MRO

（Mintenance, Repair, Overhaul）」、「航空部品およびシステ

ム」、「航空資産管理」の3グループから成る。

②都市化ソリューション・衛星通信事業は、主に「都市

化ソリューション」、「衛星通信」の2グループで構成される。

③防衛・公共セキュリティ事業は、主に「海洋船舶」、

「地上輸送」、「デジタルシステムおよびサイバー」「防衛航

空宇宙」の4グループがある。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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